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幼児 の朝食における食事バランスと食事環境、食欲に関する研究

Reseach on Young Children's Breakfast and Lifestyle Patterns
(schedule,meal partner,appetite)
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Abstract;Thisstudyinvestigaしestherelationshipamongyoungchi1(h・elゴsbreakfast

grouping from view point of combination of the menu and lifestyle patterns  (schedule,

meal partner, television, appetite). A questionnaire survey was conducted with a total of

118 parents of the children aged 3-6 attending 2 nursery schools in  Nagano city,

The results show that many children have with their mother. Most of them take 30  min-

utes for starting breakfast after getting  up.

56% children took well balanced breakfast, with staple food, main dish, side dish (lstG).

44% take not same as the first group (2ndG). 2ndG tend to have a short time for going

nursery after starting breakfast. They have habit to watch TV during breakfast. There

was little difference between both groups about appetite on breakfast,

Key words: young child breakfast lifestyle meal partner appetite

itL',651: 幼児期の食は、生涯にわたって健康的な生活を送

る上で基本 となり、望ましい食習慣を身 につけるた

社会情勢の変化に伴い、子 どもの食を取り巻 く環

境は、様変わりをしてきている。子どもの食生活を

め ぐる問題 は、幼児期か らの朝食の欠食、小児期に

おける肥満、脂質異常症、高血圧など生活習慣病

リスク保持者の増加がある1)。 平成18年 度国民健

康 ・栄養調査によると朝食の欠食者は年々増加 して

い る2)。 その原因 の一 づ には夜更 か しにな って、

朝食を食べない幼児が増えていることがあげられる。

幼児が大人の夜型の生活時間に巻き込 まれることに

よ り、生体 リズ ムの乱 れ が指摘 されて い る 鋤。 保

護者世代では欠食率をみると男女 ともに20歳 代で

め重要であるの 。子どもは日々の食事体験をとお

して食習慣を形成 していく。 しか し、 この時期の生

活管理は主として保護者 に委ねられていることが多

く、保護者の生活習慣や食習慣に関する意識が幼児

の生活習慣形成に与える影響は大 きい5)。

そこで本研究では幼児の正しい食習慣確立のため

朝食をとり上げ、保護者 の食意識が反映すると考え

られる献立の組み合わせにみる食事バ ランスに着目

し、幼児の朝食摂取状況、食事環境として朝の生活

時間、共食者、テレビ、 また食欲 との関わりを検討

す る ことを 目的 と した。

最 も高 く、 男性30.6%、 女性22.5%で あ り、30歳 代

男 性が22、8%、 女 牲13.9%で あ り、幼 児期か らの欠

食習慣が問題 にな っている2)。
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方 法 揃 っていない食事を低群 とした。

この2つ の群にっいて幼児の朝 の生活時間、誰 と

1.調 査 の対 象 と方法 食べ るか(共 食者)、 テ レビの視聴、食 欲 の違い に

2008年7月 か ら8月 にか けて、 長野市 内の公立 関す る分析 を行な った。

保育 園1園59名 、私立保育園1園49名 の3歳.以 上 回答者 は幼児の起床時刻、朝食時刻、登園時刻 に

児 の保護者に、各担任よ りア ンケー ト用紙を配布 し、 ー っいて時刻 を記入す る、

自宅 で記入 して もらい後 日回収 した。有効回答数 は 次に起床時刻、朝食時刻、登園時刻のそれぞれの ・

64名 で、有効 回収率59%で あ った。 平均値を求 めた。起床 時刻か ら朝食開始時刻 まで の

時間を、起床か ら朝 食を食べ は じめるまでにかか っ

2.調 査 内容 た時間 として、平均値を求 めた。朝食時刻か ら登園

朝食摂取状況 にっ いては表1に 示す質 問項 目で行 時刻 までの時間を、朝食を食 べは じめてか ら登園 の

い、選択肢 の中か ら選ぶ形式を とっている。 ために家を出るまでの時間 として、その平均値 を求

食生活指針{平 成12年 策定)で は、 「主食、主菜、 め た。 これ らの値 はt検 定(Welohの 方法)を 行

副菜 を基本 に食事 バ ラ ンスを」 と示 して い るわ 。 な った。

この項 目を参考 に して、本調査 は幼児 が朝食で摂 取 誰 と一 緒 に食 べたか(共 食者)、 朝食 時 にテ レビ

、した食品 を主 食、主 菜、 副菜 に分 類 した。主食 は を見て いるか、朝食時の食欲 につ いては表1に 示 す

(ご飯、パ ン、麺 類、 シリアル、菓子パ ン)、主菜 は 質問項 目で行ない、選択肢 の中か ら選ぶ形式を とっ

(卵、肉類、魚類、納豆等のまめ類)、 副菜は(野 菜 ・ そいる。

い も類、果物類、味噌汁・スープ類)と した。牛乳 ・ 集 めたデータを単純集計 し、朝食 の献立の組 み合

ヨーグル トは分類 に含 めなか った。献 立の組 み合 わ わせ と朝 の生活 時間、誰 と食 べたか(共 食者)、 テ

せ の定義 は主食、 主菜、.副菜が全て揃 ってい る食事 レピ、食欲 にっいてクロス集計 し、 κ2検定を行 なっ

を高群、主食 と主菜、主食 と副菜、主食のみの全 て た。

表1幼 児の朝食摂 取状況質問表

質 問 項 目

朝食を食べ ま したか ① 食べた ②食 べない

朝食で食 べたもの は次 のうちどれですか(複 数 回答)① ご飯 ② パ ン ③麺類 ④ シリアル

⑤ 菓子 パ ン類 ⑥牛乳 ・ヨー グル ト ⑦ 卵

⑧ 肉類 ⑨魚 類 ⑩納豆等 の豆類

⑪手作 りの味 噌汁・ス ープ ⑫野菜 ・い も類

⑬果物類 ⑭ 離乳食 ⑮ ジュー ス等 の飲み物

⑯菓子類 ⑰ その他

朝食 を誰 と一緒 に食 べますか ①父 ② 母 ③ 兄弟 ・姉 妹 ④祖父母

⑤ ひとり ⑥ その他

朝食時 にテ レビをつ けていますか ① いる ② いな い

朝食時 に食欲 はあ りま したか ① ある ② ない ③ あった りなか った りす る
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幼児の朝食における食事バランスと
一 食事環境、食欲に関する研究

結 果
8時 台5時 台

3.1%9 .4%

1.幼 児 の朝 食摂取 状 況

「朝 食 を食 べ ま した か」 の質 問 に対 し、98%が

どの幼児 が朝食 を食べていた。53 、1%

主食、主菜、副菜が全て揃 っている群(高 群)は

36名 で幼児 の56%で あ った。主 食 と主菜 、主食 とL

副菜、 主 食 のみの全て揃 うて いない群(低 群)は 図1幼 児 の起 床 時 刻

28名 で44%で あった.高 群 の幼児 の割 合が少 し多

かった・低群の内容を詳しくみると註 食と主菜」 糠6時 台

食 と主菜 と牛乳 ・ヨーグル ト」 は8名(29%)、 「主

食 と副 菜 と牛乳 ・ヨー グル ト」7名(25%)、 「主食

のみ」 は2名(7鋤 で、「主食 と牛乳 ・ヨーグル ト」

は3名(11%〉 、 「主食 と ジュー ス」が1名(4%}で

あ った。 低群 の幼児 の65%は 牛乳 ・ヨー グル トを組7時 台

65.6%み合わせ
ていた。

図2幼 児 の朝 食 時 刻

2.幼 児 の朝 の生 活時 間

図1に 幼 児の起床時刻 の割合 を示 した、幼児の起 無 回 答

床時刻鵬 台が蹴6時 台が344鵬 台が 凸 君 灘

5a1%で 全体 の約97%の 幼児が8時 まで に起床 して3」

いた白 しか し、8時 台に起 きる幼児 もお り、その割"

合は3%で あうた。

図2に 朝 食時刻 を示 した。幼児 の朝食時刻 は6時

台が2L9%、7時 台が65.6%で 約88%の 幼児 が8時 丼

までに轍 を食べはじめていた・麟 台は聯 で 謙

あ った。 図3幼 児 の登 園 時 刻

図3に 登園 時刻 を示 した。登園時刻では7時 台が

12.5%・8時 台が82.8%、9時 台が3、1%で 約98.4%の 衷2幼 児の朝の生活 時間

幼児が9時 までに登園のために家 を出ていた。無回 質問項 目 平 均時 間

答 は1・6%で あ った。1 .起 床 時刻6:44

起床 時刻 の平均 は6:44・ 朝食時刻 の平均 は7121・2 .朝 食 時刻7;21

登園時刻 の平均 は8:23で あ った。 俵2)3 .登 園時刻8:23
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図4に 幼児の起床か ら朝食までの時間差を示 した。 た。 「兄弟 ・姉妹」 は高群で は56%、 低群で は5脳 で

高群で は39分 、低 群で は33分 であ った。高群の幼 あ り、両群 とも差 は無 かった。 「父」 は高群で は36

児は低群 の幼児 よ り若 干早起 きを してい る。統計的%、 低群 では25%で あ り、 両群 とも低 か った。 父親

に有意 な差 はなか うた。両 群 とも朝食 まで に30分 と一緒 に食 べた幼児 は少な く、母親 と一一緒 に食べた

以上あ り、 しうか り目を覚 ましてか ら朝食 を食べ ら 幼児 が多 いことがわか った。高欝の方 が父親 と一緒

れ る時間が確保 されて いた。朝食か ら登園まで時間 に食 べた幼児が多 か っ'た。丁 ひと り」は高群で1脳 で

差 は高 群では66分 、低群では57分 であ り、両群間 あ り、低群で はいなか った。保護者 と一緒 に食べて

には有意な差がみ られた(t薯225.df譜62,pく0、05)。 』 いない幼児が僅かにい ることがわか った。「その他」

これ は低群 のほ うが登園の ために家を出 る時間 が若 は低群で 脳 で あった。

干早か った ことを意味 して いる。(図4)図6に 朝食時にテ レビをつけているかを示 した。
さ

謂 師[灘 欝 謙 叙職%難ぢご函茎
聞

は半々であ ったのに対 し、低群は 「っけている」カ§

68%で 「っ けていな い」29%を 大 き く上 回 る傾向を
組

切 示 した。朝食時にテ レビをつけている家庭は半数以
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幼児の朝食における食事バランスと

食事環境、食欲に関する研究

4.朝 食 と食欲仁ついて 児の44%が 起床 しているのは、親の就労時間に合わ

図7に 朝食の食欲について示 した。両群の間では せて早起きの傾向があるためと考えられる。就寝時

あまり差がなかった。高群では 「ある」44%、 「な 刻については報告 していないため実際に睡眠時間が

い」6%「 あった りなかった りする」50%で あ った。 短いことも考えられる。父親の帰 りが遅いため、父

低群では「ある」50%、 「なし」4%、 「あったりなかっ 親の帰 りを待っていると生活時間が後ろにシフトし

たりする」46%で あった。低群の方がわずかに食欲 て夜型 になりやすい3,。 就業形態(長 時間労働の

のある幼児が多か うた。「ある」、「あった りなかた 問題など)は 、食に直接関連 していない分野 との関

りする」の間には両群 とも大きな差がない。 りも深いためす ぐに解決できない3}ゆ 。 このこと

を考慮 しながら、今後は保護者に対 して、生活 リズ

直之蜘 批1幼 児の起床から朝食までの時間帯は母親が食事の

澗あ嘘臆肋削 用意をしていると考えられる。父親が仕事 に出かけ

れた方が楽かもしれない。本調査では両群 とも朝食

。覧 蹴 構 榔 βσ馬1働 までに30分 以上あ り
、 しっか り目を覚ま してか ら

図7朝 食の食欲 朝食を食べ られる時間が確保されていた。更に朝食

を食べる30分 前には起床 していることが望 ましい

考 察 といわれている11㌔ これ らのことか ら、家族全員

1。 朝食摂取状況 の健康のためには、子どもも早起 きさせ、朝食を食

今回の調査では、保育園児の98%が 朝食を食べて べさせた方がよい。

いたことから、保護者の多 くは朝食の大切さをある 朝食か ら登園までにっいて、 この時間帯は朝食を

程度理解 し、幼児は日頃から朝食を食べる習慣があ とる、片づけ、身支度、排泄、登園の準備などとて

ると考えられる。 も忙 しく時間に追われると思われる。一つの仮説と

その食事内容にっいて検討する。食意識が高い保 して、保護者の中には就労時間の都合で子どもにで

護者は食卓に上る食品数が多い傾向があると報告が きるだけ速やかに食事を食べ終えてほしいと考える

あるの。春木8)ら は食生活管理が行き届いている 傾向があげられる。そのことが子どもの食事内容に

母親は朝食の料理数が多いと報告 しているqこ のこ 影響 したと思われる。

とからも本研究の高群の保護者は食意識が高いと推

察できる6綾 部 らの は朝食では 「栄養バラン7q3.朝 食 と食事環境

を重視する保護者は少なく、「食べやすさ」を重視 誰と食べるか 供 食者)に っいては両群 とも母親

する者が多いことを報告 している。 これらのことか と一緒に食べている幼児が多かった。このことは真

らも、低群では手軽に摂れる牛乳 ・ヨーグル トを組 名子1君)の 報告と同様の結果であった。従 って、父

み合わせて食事のバランスに配慮 したものと思われ 親は仕事に出かけるため子 ども達 とは別に早 く朝食

る。 を食べていると考えられる。 これに対 して、一人で

食べている幼児もいた。「一人で食べる」幼児は「全

2.幼 児 の朝の生活時間 員で食べ る」と答えた幼児より食品摂取が有意に低

幼児の起床時刻は5時 台、6時 台とあわせると幼 かったという報告13)が あるが、今回の結果は高群
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に数人いて、反対の傾向であった。本調査では一人 バランスと食欲とは必ず しも一致 しなかうたと思わ

で食べている状況を詳 しく回答させてはいない。保 れる。また、質問の選択肢で 「あったりなかったり」

護者は子 どもと一緒に食卓にいなかったかもしれな を選択 した保護者が多かったことか ら曖昧な回答に

いが、子 どもの近 くにいて会話があった可能性 もあ なり、差にあらわれなか ったと思われる

る。

幼児期の食行動 の特性 には好 き嫌いが激 しい、 結 論

食べ方が早い ・遅い、小食、遊び食べなどがみられ 本研究は保育園児を対象に調査を行い、幼児の朝 ・

る のロ家族全員、母親あるいは父親と食べる幼児 食をとりあげ食事バ ランスと朝の食事環境を検討 し

に比べて、子 どもだけで食べる幼児 にこれらの食行 た。その結果、朝食を食べている幼児がほとんどで

動が多く見 られるという報告がある14)。 あり、朝食の食習慣があることが示唆された。その

食事中にテ レビをつけている家庭が半数近 くあう 背景には朝の生活時間が良い傾向であり、起床から

たが両群の聞で有意差がでなかったのは回答数が少 朝食開始までの時間グ30分 以上あ弓ことがわかっ

なか ったためと思われる。朝の忙 しい時闇を効率よ た。朝食の食事内容については改善する必要がある。

く使 うために食事中にテ レビっけているものと思わ 朝食開始か ら登園までの時間が短い幼児は食事バラ

れるが、食事に集中できない。塚原15)も 報告 して ンスが好ましくない傾向があった。また、テレビの

いるように、食事時間のあり方について保護者の意 視聴者が多かうた。 このことから、忙しい朝でもバ

識を高めることが必要であると思われる。 ランスの良い食事ができるよう保護者や幼児に対 し

て、食生活指導 と情報提供が必要である。

4.朝 食 と食欲 につ いて。 今後は就寝時刻、タ食、間食 も解析し、関連 させ

本調査では高群 と低群の間にあまり差がなかった て研究を発展させたい。

ことにっいて検討する。主食、主菜、副菜の献立の 今回の調査は対象人数が少数であったため統計的

組み合わせか ら食事のバ ランスと食欲の関係を報告 な差がでにくかった。 したがって、今後は対象者を

した例はあまりない。江田14)は 朝食をよく食べ る 増やし、分析 したい。

幼児に比べて、あまり食べない、ほとんど食ぺない

幼児では各食品の摂取量は低かったと報告 している。 まとめ

本調査では低群の方がむ しろ食欲があるという結果 長野市内の公立保育園と私立保育園の2園 の保護

であった。 これは、今回の質問は朝食に出されたも 者(の べ118名)を 対象 としてアンケー ト調査を実

のを全て回答 してもらったわけではなく、実際に幼 施 し、64名 の回答をもとに、朝食の献立の組み合

児が食べたものを答えて もらった。幼児が好きなも わせからみる食事バランスと朝食摂取状況、朝の生

の、食べやすいもの、簡単に食卓に出すことができ 活時間、共食者やテ レビなどの食事環境、食欲にっ

るものを中心 に献立を組み合わせている可能性があ いて検討 し、以下のような結果が得 られた。

る。そのような場合、品数が少ない低群ほど食欲が1}幼 児のほとんどが朝食を食べていた。主食、主

あると答えると考えられ る。献立の組み合わせが全 菜、副菜が全て揃 っている群と全て揃 っていない

て揃っていなくて、食事のバランスは取れていなかっ 群の幼児の割合は前者が若干高か った。

たとしても、食品の摂取量は多かったとも考え られ2}幼 児の朝の生活時間にっいて。

る。 これらの ことから摂取 した食品の質や量は質問 幼児のほとんどが8時 までに起床 し、8時 までに

していなかったため献立の組み合わせからみる食事 は朝食を食べ始め、9時 までには登園のため家を

鯉
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